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１．日本の民間航空機エンジン事業の現状 － 成長過程

⚫ JAECは1981年10月に通商産業省ご指導の下、IHI/KHI/MHIにより民間航空機エンジン国際共同開発の日本代表として、取り
まとめ・調達・推進する中核体として設立

⚫ 単通路機向けV2500、PW1100G-JMエンジンの経験をもとに、双通路機・小型機エンジン事業へ拡大
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デジタル制御の適用、RJ機のジェット化

双発長距離機の出現、複合材の適用

707, DC-8等

727, DC-9等

747, DC-10, A300等

A320, CRJ700, Embraer190等

777, 787等
（民間航空機の変遷）

第一世代ターボファン
第二世代高バイパス・ターボファン

第三世代高バイパス・ターボファン
GTF

単通路機：
JVとして参画

V2500
JAEC設立(1981年)

PW1100G-JM

JAEC：Japanese Aero Engines Corporation 
(一般財団法人 日本航空機エンジン協会)

JV：Joint Venture
RRSP：Risk and Revenue Sharing Partner
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GEnx
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CF34-10
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(開発のみ)RJ500

(NAL主導の研究開発事業)FJR710

注：JAECが関与する機種のみ表示

双通路機・小型機：

RRSPとして参画
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１．日本の民間航空機エンジン事業の現状 － IAE事業について

IAE International Aero Engines AG/LLC（IAE）

⚫ 単通路機（ボリュームゾーン）用エンジンであるV2500、
PW1100G-JMエンジンの事業を行うJVとして、それぞれ
IAE AG社、IAE LLC社を設立。

⚫ JAECはそれぞれの事業に設立メンバーとして、議決権を持っ
て参画

IAEの体制

IAE AG/LLC

RTX (P&W)
(米)

66%/59%

JAEC
(日)

23%/23%

MTU
(独)

11%/18%

IHI KHI MHIAEL

*: 2025年12月末時点

エンジン 事業体 搭載機体

V2500

累計：7,812台(*)

IAE AG

(1983年
設立)

Airbus A320 family
MD-90
Embraer C-390

PW1100G-JM

累計：4,940台(*)

IAE LLC

(2011年
設立)

Airbus A320neo 
family
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１．日本の民間航空機エンジン事業の現状 － 課題

課題

⚫ 事業

 投資回収のリスクが大きい

➢ 巨額な開発費に加え、開発投資回収までの時間が長い

➢ パンデミック、紛争等、世界情勢がダイレクトに影響

 市場拡大・収益モデルの変化

➢ OEM → OEMRO

➢ 省燃費とともに、製品耐久性の重要度がさらに増加

⚫ 運営

 事業運営は海外OEM依存大

➢ 日本の主体性低く、ガバナンス・透明性に課題

 エンジン全体のインテグレーションは海外OEMが実施。エンジンシステ
ム・実証・FAA対応等、海外OEMに依存する部分あり

⚫ 量産・MRO

 運航初期は性能・耐久性未達 ← ローンチ前技術成熟度に課題

 製造、MROともプログラム初期の供給能力が不十分

 製造コストの6~7割を占める素形材は海外メーカに依存

アフターマーケットの包括契約

累

積

損

益

10 20 30 年

エンジン販売

交換部品販売

0

開発

典型的なエンジン事業における収支

損益分岐点

航空エンジン産業規模
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2025

電力制御及び熱・エアマネジメントシステム技術開発（GI事業）

水素航空機向けコア技術開発（GI事業）

水素燃料電池電動推進システム技術開発（GI事業）

２．インテグレーション能力獲得に向けた現在の取組み
2020

次期単通路
機(NGSA)
に向けた
海外OEMと
の共同活動

2030

次期狭胴機
エンジン開発

既存事業における成長

既存エンジン・ビジネス（V2500／PW1100G-JM他）

• 事業ノウハウ獲得
• 製造・整備・修理の基盤強化

国内の活動

NGSAに向けた技術開発等

海外OEMと先行技術開発を実施することで、設計
技術・インテグレーション能力、プレゼンスを向上
• エンジン要求仕様検討等
• 性能向上のキーとなる技術開発 (担当候補部位)

MRO拠点強化（GX補助事業）

安定供給確保/Kプロ (鍛造・鋳造・複合材) （経済安保）

基盤強化
バリューチェーンを日本に
取込む基盤強化

サプライチェーン現代化（GX補助事業）

次世代GTF関連技術開発（IADF助成事業）

次期エンジンアーキテクチャ
（GX補助事業）

新たな市場に向けた活動
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既存事業における成長

MRO能力強化、設計フィードバック

◼MRO需要も拡大の一途

✓ 現プログラムでの能力強化、貢献度アピール 

✓ 修理技術開発/インフラ・設備導入計画

◼MRO知見は設計開発の貴重な資産

✓ MRO知見を次世代機設計開発に活用

３．次期単通路機におけるエンジンOEMとの共同事業参画に向けた戦略

製品コンセプト決定 プログラム・ローンチ

事業構想・製品コンセプト検討 技術実証(TRL5→6)

2030

基盤強化（経済安保、GX補助事業）

高レート生産能力

◼機体OEMは製造準備状況を重視

✓ 現プログラムでの能力強化、貢献度アピール

✓ 生産技術開発/インフラ・設備導入計画

素形材事業の立上げ・拡大

◼海外OEMは日本のモノづくり能力に期待

✓ 国内供給によりサプライチェーンをサポート

✓ 日本のプレゼンス向上のチャンス

NGSAに向けた技術開発等（IADF助成、GX補助事業）

一歩踏み込んだ実証プログラム

◼機体OEMは技術成熟度を重視

✓ JVメンバーが一体となったエンジンレベル技術実証

✓ 担当部位に加え、エンジン全体の技術開発に関与
し、インテグレーション能力向上

2025
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ご清聴ありがとうございました


	スライド 1: 第３回 航空機産業小委員会  インテグレーション能力獲得に向けた取組と今後必要となる投資概要
	スライド 2: トピックス
	スライド 3: １．日本の民間航空機エンジン事業の現状　－　成長過程
	スライド 4: １．日本の民間航空機エンジン事業の現状　－　IAE事業について
	スライド 5: １．日本の民間航空機エンジン事業の現状　－　課題
	スライド 6: ２．インテグレーション能力獲得に向けた現在の取組み
	スライド 7: ３．次期単通路機におけるエンジンOEMとの共同事業参画に向けた戦略
	スライド 8



